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〜第３１回〜　つまみ細工趣味のひろば

　紹介したい趣味をお持ちの方は、総務企画課情報防災グループ（☎６６２－４８９９）までお知らせくださ
い。また、このコーナー以外でも、あなたの趣味で創作、撮影した自慢したい作品を町ホームページ

「あがらっしゃいギャラリー」のコーナーに展示することができます。応募方法など詳しくは町ホー
ムページ⇒「あがらっしゃいギャラリー」（http://www.town.nakayama.yamagata.jp/kouryu.
html）⇒「利用のきまり」をご覧ください。

町に対するご意見をお寄せください！
ひまわりポスト　役場、中央公民館、保健福祉センターの窓口に設置してあるほか、
　　　　　　　　町ホームページからもメールで送信できます。
ひまわり直行便　平成２5年６月１5日号「広報なかやま」に折りこんだ料金後納ハガキに記載の

うえ、ポストに投函してください。　

　
今
回
は
『
つ
ま
み
細
工
教
室
』
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
教
室
の
一
つ
と
し
て
、
毎
月
第

２
・
第
４
金
曜
日
に
中
央
公
民
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

　
講
師
の
阿
部
美
枝

さ
ん
（
桜
町
）
は
、

「
手
芸
教
室
は
山
形

市
な
ど
で
も
開
催
し

て
教
え
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
経

験
を
地
元
中
山
町
に

も
還
元
し
た
か
っ

た
」
と
い
う
思
い
か

ら
教
室
開
催
を
決
め

た
と
言
い
ま
す
。

　
『
つ
ま
み
細
工
』

と
は
薄
地
の
布
を
つ

ま
ん
で
折
り
畳
み
、

く
し
や
か
ん
ざ
し
を

作
る
手
芸
で
す
。
初

心
者
の
方
で
も
気
軽

に
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
時
間
の

空
い
た
時
に
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
参
加
し
て
み
た

い
方
は
、
中
山
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
０
８
０

−

６
０
４
５

−

６
６
２
０
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

２
月
１１
日
の
『
女
性
ま
つ
り
』
で
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
!!

教室の皆さんの作品

※「フレッシュ通信」は休載します。

学校給食共同調理場が新しくなります　Ｐ2～3
『中山町ファミリー・サポート・センター』を
ご利用ください　　Ｐ4～5
芸文祭　　　　　　Ｐ8
お知らせ版　　　　Ｐ12～19

■配布物　暮の市等チラシ

２０１３
平
成
２５
年

№７１１

中山町の木は『イチョウ』だよ!!（長崎小正門前イチョウ　６ページに関連記事）

12
今月の主な内容
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現
在
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
中

山
中
学
校
敷
地
西
側
に
あ
り
、
町
内
３

つ
の
小
中
学
校
へ
毎
日
約
１
０
０
０
食

の
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
建
築
後
４３
年
を
経
過
。
施

設
や
設
備
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
衛
生

　
今
か
ら
４３
年
前
の
昭
和
４５
年
に
完
成
し
た

現
在
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
。

　
そ
れ
ま
で
も
長
崎
小
学
校
と
豊
田
小
学
校

内
に
そ
れ
ぞ
れ
給
食
施
設
は
あ
り
ま
し
た
が
、

施
設
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
衛
生
的
と
は
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
は
ミ
ル

ク
給
食
の
み
と
い
う
こ
と
で
、
育
ち
ざ
か
り

の
中
学
生
の
栄
養
や
健
康
増
進
を
考
え
、
町

は
町
内
の
給
食
施
設
を
中
山
中
学
校
敷
地
内

　給
食
を
搬
送
車
で
長
崎
小
、
豊
田
小
へ

搬
送
し
、
給
食
が
済
め
ば
ま
た
搬
送
車
が

小
学
校
へ
行
き
、
食
器
類
を
回
収
す
る
今

の
ス
タ
イ
ル
が
で
き
た
ん
で
す
も
も
。

中山町誕生
（昭和２９年）
中山町誕生
（昭和２９年）

今から４3年前…

タイムスリ
ップなかやま

Vol.7

現在の給食調理場完成
（昭和４５年）

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

一
か
所
に
集

約
。
一
日
２

千
人
分
の
調

理
が
可
能
な

学
校
給
食
共

同
調
理
場
を

建
設
し
ま
し

た
。

面
で
現
在
の
基
準
と
合
致
し
な
い
部
分

が
出
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
抜
本
的

な
改
築
整
備
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
２７
年
２
月
の
新
調
理

場
の
完
成
へ
向
け
、
現
在
、
基
本
設
計

が
完
了
し
、
実
施
設
計
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
２７
年
２
月
完
成
予
定

学
校
給
食
共
同
調
理
場
が
新
し
く
な
り
ま
す

■
現
在
の
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
へ

の
適
合
を
図
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
専
用

の
調
理
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
ア
レ

ル
ギ
ー
食
へ
の
対
応
を
す
る
な
ど
、

安
心
・
安
全
・
衛
生
的
で
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
い
し
い
給
食
を

提
供
し
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
う
た
め
、
見
学
エ
リ
ア
を
設

置
す
る
な
ど
食
育
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
環
境
へ
配

慮
し
ま
す
。

■
建
物
外
観
は
清
潔
感
を
感
じ
ら
れ
る

デ
ザ
イ
ン
と
し
、
周
辺
に
は
緑
地
を

設
け
る
な
ど
周
辺
環
境
へ
配
慮
し
ま

す
。

■
外
気
を
遮
断
し
、
物
品
の
搬
入
の
際

に
、
場
内
に
ほ
こ
り
や
虫
が
入
っ
て

こ
な
い
よ
う
「
エ
ア
カ
ー
テ
ン
」
を

設
け
ま
す
。

■
調
理
区
域
と
そ
れ
以
外
の
区
域
を
明

確
に
分
離
し
ま
す
。

■
食
材
の
搬
入
か
ら
調
理
・
配
送
ま
で

の
食
材
・
食
器
・
調
理
員
の
流
れ
に

基
づ
き
、
諸
室
の
動
線
が
一
方
通
行

に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

■
床
は
衛
生
的
な
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
ま
す
。

■
野
菜
と
肉
や
魚
を
下
処
理
す
る
レ
ー

ン
を
別
々
に
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
徹

底
し
て
衛
生
処
理
で
き
る
よ
う
に
、

洗
浄
用
の
三
槽
流
し
台
を
設
置
し
ま

す
。

■
食
器
や
ト
レ
イ
な
ど
、
形
や
大
き
さ

の
違
う
も
の
で
も
対
応
で
き
る
「
食

器
洗
浄
機
」
を
導
入
し
、
作
業
効
率

の
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
手
洗
い
場
の
数
を
増
や
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
衛
生
環
境
を
充
実
さ
せ
ま

す
。

（
済
）平
成
２５
年
５
月

�

　
改
築
基
本
計
画
策
定

　
　
　
　
　

（
済
）平
成
２５
年
１０
月　
基
本
設
計
完
了

　
　
　
　
　

平
成
２６
年
１
月　
実
施
設
計
完
了
予
定

　
　
　
　
　

平
成
２６
年
６
月　
建
設
工
事
着
工
予
定

　
（
平
成
２６
年
度
中

�
　
中
山
中
新
校
舎
建
設
着
工
）

　
　
　
　
　

平
成
２７
年
２
月　
工
事
完
成
予
定

　
（
平
成
２７
年
度
中

�

　
中
山
中
新
校
舎
完
成
）

現在の学校給食共同調理場（中山中学校敷地内西側）

改
築
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

新
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の

設
計
方
針

さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
の

給
食
を
め
ざ
す
施
設
内
の
特
徴 新学校給食共同調理場の外観イメージ

なかやま西部工業団地

県野球場

建設予定地学校給食共同調理場基本設計の概要
や中山中学校改築についての詳細は、
町ホームページでご覧になれます。
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楯の大イチョウ
（ちょうど虹がかかっていました）

県野球場周辺

（写真　後列左から）五十嵐聡志さん（２−１）、
東海林克さん（２−１）、渡辺裕也さん（４−３）、
今野勝敏さん（４−３）、樋口祐一さん（４−３）、
浅倉慶彦さん（２−２）、丸子良太さん（２−２）、
齋藤泰史さん（２−１）、浦山大介さん（３−１）

（写真　前列左から）鈴木勝則さん（２−２）、
髙橋想磨さん（４−３）、西塔副団長、秋葉団長、
森谷副町長、鈴木副団長、石沢卓さん（３−１）
※�「２−１」は第２分団第１部を省略したものです。
　�２−１…達磨寺・向新田　２−２…新田町・上町・元町・

新町　３−１…中町・柳町・旭町・川端・下川ほか　
　４−３…土橋

　
来
年
秋
開
催
予
定
の
第
２４
回
全
国

消
防
操
法
大
会
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）

に
、
山
形
県
代
表
と
し
て
中
山
町
消

防
団
が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
そ
の
大
会
へ
向
け
て
の
結
団
式
が

１１
月
４
日
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
各
分
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
１２
名

の
団
員
に
エ
ー
ル
が
お
く
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
後
、
本
番
ま
で
の
約
１
年
間
、

操
法
練
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す

の
で
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
の
木
で
あ

る
イ
チ
ョ
ウ
が

今
年
も
鮮
や
か

に
色
づ
き
ま
し

た
。

　

北
小
路
の

『
楯
の
大
イ

チ
ョ
ウ
』
は
秋

晴
れ
の
も
と
金

色
に
輝
き
、
そ

ば
を
通
り
が

か
っ
た
人
は
そ

の
巨
大
な
美
し

来
年
秋
、
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
！！

町
の
木
イ
チ
ョ
ウ
今
年
も
鮮
や
か
に
色
づ
き
ま
し
た

さ
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
野
球
場
周
辺
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
も
、
道
路
沿
い
に
２
０
０
メ
ー
ト

ル
以
上
に
わ
た
り
金
色
に
色
づ
き
ま
し
た
。
落
ち
た
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
も
金
色
の

道
と
な
り
、
ひ
と
き
わ
美
し
く
輝
き
、
通
行
す
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　中山町のほとんどの水田をうるおしている最
上堰の農業用水。その農業用水は大江町三郷地
内の最上堰頭首工から取水されています。
　その頭首工は完成から４０年以上が経過。コン
クリート構造物の劣化が激しく、右岸法面が崩
落しているなど早急な改修が必要となり、県で
は平成２８年度の完成を目指して改修工事を行う
こととなりました。
　１１月２２日には工事の安全祈願祭が行われ、
県、最上堰土地改良区、中山町ほか市町関係者
が出席し、工事の安全を祈りました。

　これからの季節は寒さが厳しくなり、火を取
り扱う機会が多くなります。
　火災が発生しやすい季節になり、町内にいる
消防団員が少なくなる昼間の消防力の低下を補
うため、今シーズンも１２月１日から３月１０日ま
で、冬期日中常備消防隊を設置します。
　９名の隊員が午前８時３０分から午後６時３０分
まで、常時５人体制となるように交代で勤務し
ます（日曜日と１月１日から３日を除く）。

地域への新たな公募型補助制度を検討
『地域コミュニティ
　　活性化促進委員会』発足

とっても渡りやすくなりました
あおばの交差点に
� 押しボタン式信号機

最上堰頭首工の改修工事始まる

新委員に委嘱状が交付されました

←「地域コミュニティ活性化計画」は
　町ホームページでご覧になれます。

大江町三郷地内の最上堰頭首工

あおばセブンイレブン前交差点

　あおば地区内
のセブンイレブ
ン前交差点に、
押しボタン式信
号 機 が 設 置 さ
れ、１１月１１日か
ら稼働しました。
　この交差点は
朝夕の通勤時間
帯の交通量が非
常に多く、通学
途中の小学生な
ど、歩行者が東
西路線を横断するのに非常に危険で、この信号
機設置はあおば地区が長年要望してきたもので
した。
　いつも車が途切れるまで待って、やっと道路
を渡っていた長崎小の児童は、「とっても安全
で渡りやすい！」とうれしそうでした。

　町民が自主的に行う地域活動を支援するため
策定された「地域コミュニティ活性化計画」。
　今年度はさらにその計画を推進していくた
め、公募委員と町職員で組織する「地域コミュ

ニティ活性化促進委員会」が
発足しました。
　委員会では、今年度中に新
たな公募型補助制度を創設
し、平成２６年度からその応募
者の募集を行う予定です。

冬期間の火災・災害に備えて
冬期日中常備消防開署
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中山町情報・物産館 

　
水
田
耕
作
の
た
め
の
溜
池
は
丘

陵
の
間
の
峡
谷
や
平
地
の
出
口
に

作
ら
れ
ま
し
た
。

　
水
を
堰
き
止
め
る
た
め
の
堤
防

は
土
砂
を
盛
り
上
げ
て
築
か
れ
ま

し
た
が
、
堤
防
の
土
砂
は
近
く
の

丘
陵
か
ら
採
取
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
砂
の
土
質
は
火
山
性
の
砂
や

粘
土
の
た
め
、
つ
き
固
め
て
堤
防

と
し
ま
し
た
が
、
大
雨
に
よ
る
出

水
に
は
耐
え
ら
れ
ず
度
々
崩
壊
し

ま
し
た
。

　
岡
村
大
堤
は
岡
・
小
塩
・
土
橋
・

長
崎
の
４
カ
村
の
用
水
溜
池
と
し

て
、
正
保
元
年
（
１
６
４
４
）
に

本
格
的
な
築
造
に
よ
り
出
来
上
が

り
ま
し
た
。

　
元
禄
１０
年
（
１
６
９
７
）
に
土

手
が
破
れ
ま
し
た
が
、
土
手
を
高

く
し
て
貯
水
量
を
増
や
し
た
い
と

人
足
４
０
０
人
と
樋
木
の
申
請
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、宝
暦
７
年
（
１
７
５
７
）

７
月
に
は
再
び
堤
が
決
壊
し
ま
し

た
が
、
こ
の
時
の
被
害
は
大
き
く

小
塩
・
長
崎
・
土
橋
・
岡
の
４
カ

村
に
長
瀞
代
官
と
漆
山
代
官
と
が

立
ち
会
っ
て
修
理
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
年
の
５
月
２２
日
か
ら
の
大

第８１話　岡村大堤の普請

雨
で
柳
沢
・
金
沢
の
溜
池
も
大
破

し
て
い
ま
す
。

　
岡
村
大
堤
は
樋
伏
込
堤
の
形
式

で
造
ら
れ
、
水
を
放
出
す
る
部
分

に
大
き
な
樋（
集
水
管
）を
沈
め
、

こ
こ
か
ら
堤
外
の
水
路
に
く
み
出

す
も
の
で
し
た
。

　
用
水
溜
池
か
ら
水
を
取
り
出
す

た
め
埋
め
た
樋
が
最
初
の
伏
込
み

の
あ
と
伏
替
え
が
な
く
、
腐
っ
て

し
ま
う
と
樋
口
か
ら
水
漏
れ
す
る

よ
う
に
な
り
、
用
水
を
く
み
出
す

に
も
支
障
が
生
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
宝
暦
１２
年
４
月
、

柴
橋
代
官
所
に
普
請
手
当
を
願
い

出
て
、
自
普
請
を
含
め
て
、
松
の

丸
太
３７
本
、
大
工
３
０
０
人
、
木こ

挽び
き

１５
人
、
人
足
４
２
２
人
を
か
け

た
大
掛
か
か
り
な
伏
替
え
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

【
用
語
の
説
明
】

木こ

挽び
き

…
木
材
を
大お

鋸が

を
使
用
し
て

挽
き
き
る
こ
と
及
び
そ
れ
を
職
業

と
す
る
者
の
こ
と
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　

�

第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
１１
月
７
日
、
山
形
農
業
協
同
組
合
か

ら
、
道
路
の
安
全
確
保
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
が
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
昭
和

４８
年
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
町

へ
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
寄
附
は
１

９
２
基
に
も
な
り

ま
し
た
。

◆
長
崎
小
学
校
に
タ
ニ
イ
チ
食
品
株
式

会
社
（
宮
城
県
塩
釜
市
・
渋
谷
秀
夫
社

長
）
か
ら
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
「
た
こ
ち
ゅ

う
」
５
２
０
個
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
「
第
３３
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
山
形
県
山
形
地
区
大
会
」で
、

今
野
和
浩
さ
ん
（
中
山
中
３
年
）
が
、

山
形
協
議
会
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
「
平
成
２５
年
度
山
形
県
小
学
生
人
権

書
道
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
奥
山
璃
胡
さ

ん
（
長
崎
小
６
年
）
と
今
田
瑞
穂
さ
ん

（
豊
田
小
６
年
）
が
山
形
協
議
会
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
３０
日
か
ら
１１
月
５
日
の
期
間
、
中
山

町
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
す
る
「
第
４５
回
中

山
町
芸
文
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
１０
月
３０
日
に
は
総
合
体
育
館
で

「
芸
文
祭
参
加
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町

内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
金
管
バ
ン

ド
・
吹
奏
楽
の
演
奏
や
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
音
楽
会
の
最
後
に
は
「
中
山

町
オ
リ
オ
ン
コ
ー
ル
」
の
皆
さ
ん
が
、
透
き

と
お
っ
た
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
、
音
楽
祭

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
１１
月
３
日
に
は
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
ス

テ
ー
ジ
で
、
倭
楽
・
詩
吟
・
新
舞
踊
・
民
舞

踊
・
剣
詩
舞
な
ど
の
合
同
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
表
現
力
豊
か
な
踊
り
に
、
観
客
か
ら
は

盛
ん
に
手
拍
子
や
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
謡
曲
が
披
露
さ
れ
た
り
、
お
茶
席

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
１１
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
は
、
中
央
公
民

館
１
階
に
お
い
て
、
生
け
花
展
、
短
歌
作
品

展
、
２
階
で
は
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
民
俗

研
究
、
俳
句
の
様
々
な
作
品
を
展
示
。
そ
れ

ぞ
れ
に
趣
向
を
凝
ら
し
、
個
性
豊
か
な
力
作

の
数
々
に
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
足
を
止
め
て

じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
７
日
間
に
わ
た
る
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
芸
文
祭
は
、
友
人
同
士
や
家
族
連
れ

な
ど
が
訪
れ
、
芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、

今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
お
ろ
し
ま
し

た
。

芸
術
文
化
の
秋
の
祭
典�

芸 

文 

祭

倭楽保存会による倭
やまと

舞
まい

お茶席

長崎小６年生 中山オリオンコールの美しい歌声

豊田小２年生 秋の素謡会

合同発表会の司会は、
町内出身フリーアナウ
ンサーの大津幸恵さん
がつとめました。
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まちの人口（１１月末現在）

人　口　12,009人（前月比−１人）

　　　　　　（男5,860人、女6,149人）

世帯数　3,616世帯（前月比−２世帯）

　　　人の動き　出生５人　転入19人

　　　（11月届出分）　死亡11人　転出14人

戸籍の窓口 １１　月
届出分

た、ひまわり温泉ゆ・ら・らで１本５０円で販売しまし
た。ゆ・ら・らを訪れた温泉客は新鮮な大根と子ども
たちの威勢のいい呼び声に誘われ、２７０本以上の大

根は、１時間ほ
どであっという
間に売り切れる
ほどの盛況ぶり
でした。

　町内小学校４年生か
ら６年生の希望者が参
加する「ふるさと少年
教室」で、９月に蒔い
た大根が１１月１６日に収
穫されました。
　中央公民館敷地内
の「わんぱく農園」で
は３３０本もの大量の大
根を収穫。水で泥を洗
い流し、中山ひまわり
荘の給食に役立ててほ
しいと５０本を寄附。ま

　中山町の６５歳以上の人口は全町民の３０％近く
になっています。それに伴い、町が介護サービ
スに支払う費用も年々増えています。介護費用
を抑え、皆さんがいつまでも元気でいられるよ
うに、町では今年度５カ所の各地区公民館など
で、介護予防運動教室を開催しました。
　教室は介護担当者や保健師から介護予防につ
いての説明の後、講師とともに軽いストレッチ
やゴムバンドを使った体操を楽しみながら行い
ました。
　初めて教室に参加したという方々からは、

「楽しくて軽い運動なので、家でも続けてみた
い。」「機会があれば、また教室に参加したい。」
と大変好評でした。

TOPICSTOPICSTOPICSひまわり広場
皆さんの身近な情報や写真を

お寄せください
総務企画課情報防災グループまで

電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

　落合地区の鈴木良一さん宅の柿の木から、珍し
い３つ子や４つ子の柿が見つかりました。
　鈴木さんは「長年柿を育ててきたが、こんな柿
は初めて見た。３つ子はたまに見たことがあるが、
４つ子は初めて。春先の干ばつと夏の大雨の影響
かもしれない」と話していました。

　１１月１０日、気軽に町内の歴史にふれてもらおうと歴
史体験教室が開催されました。
　今回は、「落合・三軒屋地区編」ということで神明
神社、龍神神社、熊野神社、戊辰戦跡碑を散策。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、参加者は地区に
伝わる伝説や由来
の 説 明 を 聞 い た
り、写真を撮った
りしながら思い思
い に 歴 史 を 学 習
し、散策を楽しん
でいました。

　１１月２日、ほんわ館まつ
りが開催され、様々なイベ
ントが行われました。
　ほんわ館は平成２４年４月
にオープンし、まつりは今
回で２回目。小学生たちの
おはなし会やぬいぐるみお
とまり会、絵本作家長野ヒ
デ子さんの講演会、郷土史

大根いっぱ～い穫れたよ！
介護予防運動教室

　１１月１５〜１７日、第２回山形ほっぺ隊観光物産博覧会として、仙台アーケード街「仙台なびっく」の一画に
　　　　が出店。山形の米つや姫、豚肉の味噌漬け、漬物、りんご、ラ・フランスなどを販売しました。
　また、１１月２３日には「第７回松島大漁かき祭りin磯島」に町とともに　　　　が参加。芋煮、玉こんにゃ

宮城県で町特産品を販売・ＰＲ

見たことない！！
　　　　　４つ子の柿!? ほんわ館まつり

勤労文化センター

仙台アーケード街「仙台なびっく」

おはなし会

ひまわり温泉ゆ・ら・ら

中央公民館
「わんぱく農園」

落合地区　熊野神社

絵本作家
長野ヒデ子さん講演会

熊野神社境内
松島かき祭り

く、つや姫、漬物、町
内産の野菜や果物など
を販売しました。特に
芋煮や玉こんにゃくは

「やっぱりおいしい！」
と好評で、大変盛況で
した。

講座などが行われたほか、リサイクル本コーナー、
コーヒーとジャズが流れるブックカフェなど、この日
は子どもから大人まで約７００名が訪れ、秋のほんわ館
を大いに楽しみました。

歴史体験教室
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※お問い合わせ先
住民税務課税務Ｇ ☎６６２‐２１１２

納期限  １月６日（月）
●固定資産税　　　　３期
●国民健康保険税　　６期
●介護保険料　　　　６期
●後期高齢者医療保険料　６期

◆税額や保険料の変更がある方へ、12 月
　13日（金）に納付書を発送します。お手
　元に届いた方は内容をご確認ください。

油の流出事故に注意！
　これからの季節は、灯油等を使用する機会が多くなり、不
注意による油流出事故が起きやすくなります。
　◆暖房器具等を使用する際は次の点に注意し、油流出事故を
　未然に防ぎましょう。
（１）ホームタンクや配管の定期的な点検を行う
（２）給油中は絶対にその場を離れない
（３）配管を保護するなどして破損事故を防ぐ
　
※万が一、油の流出事故が発生した場合は至急ご連絡ください！
※お問い合わせ先  建設課建設整備Ｇ ☎６６２‐２１１６

老齢者の障害者控除について

　おむつ代が医療費控除の対象として認められるためには、１年目の所得申告の際に寝たきり状
態にあることおよび治療上おむつの使用が必要であることについて医師が発行する「おむつ使用
証明書」と「おむつ代の領収書」の提出が必要です。
　なお、２年目以降の所得申告の際は、医師が発行する「おむつ使用証明書」に代わり、介護保
険法に基づく要介護認定資料（主治医意見書等）で寝たきり状態等が確認できれば、医療費控除
が認められる場合があります。この場合、健康福祉課（保健福祉センター内）にて「おむつ代の
医療費控除証明書」を発行しますので、所得申告の前にお問い合わせください。

※お問い合わせ先
　☆申請・証明書に関すること　健康福祉課福祉Ｇ　☎６６２-２４５６
　☆税の控除に関すること　　　住民税務課税務Ｇ　☎６６２-２１１２

おむつ代の医療費控除について

【税の控除に関するお知らせ】

町営バスの年末年始運行は下記のとおりです。
通常運行と異なりますのでご注意ください。

※お問い合わせ先
　総務企画課企画財政Ｇ　☎６６２ - ４２７１

12 月 28 日（土）
定期運休
運行

年末年始の町営バス運行日年末年始の町営バス運行日

町関係施設の年末年始休館について
役場、保健福祉センター、なかやま保育園、
子育て支援センター、こども園

●12月28日（土）～平成26年１月５日（日）休館

●12月29日（日）～平成26年１月3日（金）休館

歴史民俗資料館

中央公民館、総合体育館、勤労文化センター、
ほんわ館等
●12月29日（日）～平成26年１月５日（日）休館

　　 29日（日）
　　 30日（月）
　　 31日（火）
１月１日（水）
　　 ２日（木）
　　 ３日（金）
　　 ４日（土）
　　 ５日（日）
　　 ６日（月）

運行

定期運休

定期運休
運行

運行

臨時運休

　65歳以上の方については、所得税法等の規定により身体障害者手帳の交付を受けている方のほ
か、身体障害者に準ずる者等として町長の認定を受けている方についても、所得税等申告時の障
害者控除の対象とされています。
　この「身体障害者に準ずる者等としての町長の認定」による税法上の障害者控除を受けるに
は、事業所への提出や申告相談の前に、健康福祉課（保健福祉センター内）に申請し、「障害者
控除対象者認定書」の交付を受ける必要があるので、忘れずに申請手続きを行ってください。
◆12月31日現在で要介護２以上の認定を受けている本人またはこれらを扶養している方は、障害者控除
　または特別障害者控除を受けられる場合がありますので、事前に健康福祉課にお問い合わせください。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1199

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

今 月 の 納 税 等

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

　
中
山
町
議
会
12
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
住
所
、
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お

傍
聴
人
は
先
着
30
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
12
月
定
例
会
日
程

　
▼
18
日
（
水
）
午
前
10
時
～
…
一
般
質
問

　
▼
19
日
（
木
）
…
常
任
委
員
会
等
（
休
会
）

　
▼
20
日
（
金
）
午
前
10
時
～
…
補
正
予
算
、

条
例
等

●
場
所　
役
場
大
会
議
室

◆
議
会
日
程
表
、
議
案
項
目
、
一
般
質
問
等

は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
町
議
会

の
情
報
」内「
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
」に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
の
納
入
お
よ
び

業
務
委
託
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

参
加
資
格
審
査
申
請
書
お
よ
び
関
係
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
建
設
工
事
お
よ
び

　
　
　
　
測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
】

●
提
出
書
類　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
平
成
25
・
26
年
度　

入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
要
領
（
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）」
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
（
様
式
…
山
形
県
公
契
連
統

一
様
式
）。

●
受
付
期
間　
平
成
26
年
２
月
３
日（
月
）～

28
日（
金
）

【
物
品
・
業
務
委
託
お
よ
び

　
　

 

町
小
規
模
工
事
等
受
注
希
望
者
登
録
】

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
追
加
受
付
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
下
水
道
管
財
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
１
１
５

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
無
料
法
律
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

●
日
時　
平
成
26
年
１
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●
内
容　
財
産
、
相
続
、
土
地
、
賃
借
、
離

婚
等

◆
相
談
は
無
料
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

【
雪
下
ろ
し
・
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　皆
で
利
用
す
る
施
設
や
道
路
、
困
っ
て
い

る
方
の
お
宅
の
雪
下
ろ
し
・
除
雪
を
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
登
録
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方

は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
際
は
除
雪
機
械
を
貸
し

出
し
ま
す
（
予
約
が
必
要
で
す
）。

住
民
税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
税
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
２

【
固
定
資
産
税
「
償
却
資
産
」
申
告
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

送
付
し
ま
す
】

　町
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
や

町
内
事
業
所
な
ど
に
、
償
却
資
産
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
（
12
月
20
日
予
定
）。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
に
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
所
有
す
る
資
産
を
、
資
産
の
所
在
す
る

自
治
体
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
申

告
の
手
引
き
を
参
考
に
、
受
付
期
間
中
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
取
り
壊
し
建
物
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
】

　固
定
資
産
税
の
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
、
平
成
25
年
中
に
取
り
壊
し
た
建
物

の
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し

た
方
は
、
早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届

け
出
の
用
紙
は
住
民
税
務
課
（
役
場
１
階
）

ま
た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※
届
け
出
が
な
い
と
、
翌
年
度
も
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
持
ち
物　
印
鑑

●
受
付
期
間　

平
成
26
年
１
月
６
日
（
月
）

～
24
日
（
金
）

●
受
付
場
所　
役
場
５
番
窓
口
（
郵
送
可
）

※
申
告
が
必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
申
告

書
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
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各地区の民生委員・児童委員を紹介します
　12月１日付けで民生委員・児童委員が改選され、新たに次の方が委嘱さ
れました（任期：12月１日～平成 28年 11月 30日）。
　民生委員・児童委員は地域から選出され、町民の皆さんの社会福祉に関
する相談に応じ、必要な援助活動を行います。
※お問い合わせ先　健康福祉課福祉Ｇ　☎６６２ - ２６７３

気軽に
ご相談
ください

原田　紀子
渡邉源一郎

氏　名 住　所 電話番号 担当地区

横山　洋子
縄野ヒロ子
長谷川八重子
齊藤　清志
浦山　惠子
古城二三雄
小野　和夫
山本　恒美
齊藤はつ子
工藤　和男
松木實枝子
秋葉　喜信
齋藤美智子
会田　直美
増川喜久彌
志田　良市
森谷美代子
鈴木　信也
大津　和子
西塔貴榮子
穂積　光男
井上　和美
井上久美子
井上　和雄
石川　園子
浦山　時子

大字達磨寺 8-3
大字向新田 9-2
大字長崎 1123-3
大字長崎 194
大字長崎 1075-2
大字長崎 1192
大字長崎 537
大字長崎 6172-1
大字長崎 7852-67
大字長崎 452-1
大字長崎 4217-2
大字長崎 5028-5
大字長崎 264
大字長崎 1631-3
大字長崎 2265-1
いずみ 77
あおば 2-3
あおば 9-8
大字金沢 417
大字金沢 314-6
大字柳沢 7
大字柳沢 183
大字土橋 26
大字岡 16-6
大字岡 135
大字小塩 99内 1号
大字長崎 4548-6
大字長崎 737

662-3322
662-3698
662-2884
662-5477
662-2897
662-2756
662-3561
662-2338
662-3494
662-3838
662-4085
663-2120
662-3866
662-2972
662-3917
662-5959
662-2950
662-2817
662-3436
662-4508
662-2880
662-3435
662-2803
662-3266
662-4697
662-4566
662-3758
662-3170

達磨寺１・２
達磨寺３・４、向新田
新田町１・２・３
上町、元町、新町
中町、柳町、中原団地、広瀬団地
旭町１・２
川端、下川
桜町１
桜町２
北小路、西小路
梅ヶ枝町１・２・５
梅ヶ枝町３・４・６
西町、南小路
三軒屋、落合
文新田１・２
いずみ１・２
あおば１・３
あおば１・２
金沢２・３
金沢１・４・５
柳沢１・２・６
柳沢３・４・５
土橋１～６
岡１・２・５
岡３・４
小塩１～３
主任児童委員
主任児童委員

女性まつり参加者募集
●期日　平成 26年２月 11日（火・祝日）
●時間　午前９時～午後３時
●場所　中央公民館
●内容　包丁研ぎ、作品展示、即売、試食のほか、
　　　　町内の女性グループ等によるステージ発
　　　　表や講演会を予定。
●募集　町内在住または中山町を中心に活動して
　　　　いる個人や団体で、ステージ発表、出店、
　　　　作品展示してくださる方
●応募締切　12月 24日（火）
◆準備から後片づけまでご協力ください。
◆詳しくは11月 15日号お知らせ版をご覧ください。
※お問い合わせ先　
　女性団体連絡協議会事務局（中央公民館内）
　☎６６２-２２３５

わら細工に挑戦してみませんか？
　月山神社しめ縄保存会・町郷土研究会の皆さんの
ご指導のもと、「わら細工体験」を行います。
　●日時　12月 24日（火）午後１時 30分～３時
●会場　中山町こども園（岡）
●対象　町内の小学生
◆参加費は無料。参加者は直接会場においでください。
　※お問い合わせ先
　　中山町こども園　 ☎６６２-２２３９

ほんわ館イベント

クリスマスお話し会・ポンポン作りクリスマスお話し会・ポンポン作り
　絵本や紙芝居の読み聞かせのあとは、毛糸でポン
ポン作りに挑戦してみましょう。
　●期　日　12月 21日（土）
●時　間　午前 11時～正午
●場　所　ほんわ館
●持ち物　はさみ
◆小学生未満のお子さんには、保護者の方の付き添
　いをお願いします。

※お問い合わせ先
　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２-２２３５

子育て支援センター育児講座

「楽しいおはなし会」「楽しいおはなし会」
●期　日　12月 25日（水）
●時　間　午前 10時 30分～ 11時 30分
●場　所　子育て支援センター（なかやま保育園内）
●講　師　渡辺　裕子氏
　　　　　（おはなしと作ってあそぼうの会～紙ふうせん～）
●対　象　乳幼児とその父母または祖父母
◆12月 24日（火）まで申込んでください。
　※お申込み・お問い合わせ先
　子育て支援センター　☎６６２-２５１０

☆
い
ず
れ
も
、
参
加
費
を
添
え
て
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
参
加
者
募
集
】

●
期
間　
12
月
４
日
（
水
）
～
平
成
26
年
３

月
26
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

※
年
末
年
始
休
み
等
、
詳
細
は
参
加
者
へ
連

絡
し
ま
す
。

●
時
間　
午
後
８
時
～
９
時

●
場
所　
総
合
体
育
館

●
参
加
費　
▼
会
員
…
３
２
０
０
円
／
月
、

▼
会
員
以
外
…
５
０
０
０
円
／
月

●
申
込
方
法　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
所
ま

た
は
教
室
開
催
時
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　
教
室
参
加
１
回
無
料
で
す
。

【
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

●
期
間　
平
成
26
年
１
月
９
日
（
木
）
～
２

月
27
日
（
木
）
の
毎
週
木
曜
日
（
計
８
回
）

●
時
間　
午
後
７
時
～
８
時
45
分

●
場
所　
総
合
体
育
館

●
内
容　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
、
エ
ア
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

●
参
加
費　

▼
会
員
…
無
料　

▼
会
員

以
外
…
１
６
０
０
円
（
２
人
目
か
ら
は

１
２
０
０
円
）

●
申
込
方
法　

平
成
26
年
１
月
７
日
（
火
）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 　
　
☎
０
８
０
‐
６
０
４
５
‐
６
６
２
０

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
３
０
０

●
期
日　

平
成
26
年
１
月
11
日
（
土
）、
26

日
（
日
）、
２
月
１
日
（
土
）

●
場
所　
蔵
王
猿
倉
ス
キ
ー
場（
送
迎
付
き
）

●
対
象　
町
内
の
小
学
３
年
生
～
一
般
の
方

（
３
日
間
受
講
で
き
る
方
）

●
定
員　
先
着
30
名
。
初
心
者
歓
迎
。

●
参
加
費
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
代
、
リ
フ

ト
代
、
昼
食
代
、
保
険
代
込
み
）　

▼
中

学
生
ま
で
…
１
０
０
０
０
円
／
人　
▼
大

人
…
１
３
０
０
０
円
／
人

●
申
込
方
法　
総
合
体
育
館
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え

て
、
12
月
27
日
（
金
）
ま
で
総
合
体
育
館

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ン
セ

ル
料
は
12
月
29
日
以
降
一
部
返
金
で
き
ま

せ
ん
。

●
そ
の
他　
貸
し
ス
キ
ー
１
０
０
０
円
／
日

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

25.12.15 14

お知らせ版

15 25.12.15



町職員の給与などの状況をお知らせします
区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 310,873円 348,542円 41.9歳
技能労務職 322,667円 353,337円 46.4歳

■職員の平均給料等の月額及び平均年齢（平成25年4月1日現在）

※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居
手当、管理職手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したも
のです。

※財政難に伴い、平成25年度は、管理職手当の10％削減を実施して
います。給与の額は、減額措置後の額です。

区　　　分 初任給

一般行政職
大学卒 172,200円
高校卒 140,100円

技能労務職 高校卒 137,300円

■職員の初任給（平成25年4月1日現在）

区　　　分
中山町

自己都合 勧奨・定年

支 給 率

勤続20年 23.03月分 28.7875月分
勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.550月分 55.86月分
最高限度額 55.86月分 55.86月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２～20％加算）

退職時の特別昇給 無
１人当たり平均支給額 25,482千円

○期末手当・勤勉手当（平成24年度）
期末手当 勤勉手当

支給割合 2.6月分 1.35月分
加算措置 役職加算　5～15％
１人当たり
平均支給額 1,360千円

■職員の手当の状況
○退職手当（平成25年4月1日現在）

支給実績 18,874千円
職員１人当たり
平均支給年額 219千円

○時間外勤務手当（平成24年度）

※各選挙関連（県知事選挙、町長選挙、衆議院議員
選挙、農業委員会委員選挙、最上堰土地改良区総
代選挙）の時間外も含まれています。

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成24年度に退職した職員
に支給された額の平均です。

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
95.2 97.7 96.7 96.0 96.5 105.4

■ラスパイレス指数

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

区　分 20歳
未満

20歳
～
23歳

24歳
～
27歳

28歳
～
31歳

32歳
～
35歳

36歳
～
39歳

40歳
～
43歳

44歳
～
47歳

48歳
～
51歳

52歳
～
55歳

56歳
～ 計

職員数（人） 0 6 17 3 7 10 7 9 9 13 14 95

■年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

区　　　分
給料等月額 期末手当支給割合

（平成24年度） 退職手当（算定方式）
減額前 減額後

給　料
町　長 820,000円 656,000円

６月期　 １．４月分

１２月期　 １．５月分

　計　　 ２．９月分

給料月額×在職月数×0.567
（在職中通算又は任期毎に支給）

副町長 635,000円 571,500円 給料月額×在職月数×0.331
（在職中通算又は任期毎に支給）

報　酬
議　長 310,000円
副議長 255,000円
議　員 240,000円

■特別職の報酬等の状況（平成25年4月1日現在）

※より詳しい内容は、町のホームページ（http://www.town.nakayama.yamagata.jp/gyosei/jinji/jinji.html）
に掲載しています。

※特別職の給料については、町長２0％、
副町長10％の削減を実施しています。

『統計調査員』を募集しています
※お申込み・お問い合わせ先

総務企画課情報防災グループ　℡６６２−４８９９
　町では、統計法に基づいて実施される統計調査に、調査員として従事していただける方を募集しています。
　応募された方は、中山町統計調査員名簿に登録され、統計調査実施の際に調査員として事務に従事してい
ただきます。
　現在、中山町統計調査員名簿には４９名の方が登録されており、家事やお仕事をなさっている方、退職さ
れて時間に余裕のある方など、様々な方にご協力いただいております。

■統計調査員とは…
　統計調査は、各省庁や自治体が主体となって実施しており、様々な種類があります。主なものとして、５
年に１度、皆さんにご協力をお願いしている国勢調査や、企業・事業所を対象に実施される経済センサス等
があります。
　統計調査員は、こういった統計調査で、調査票の配布、回収、点検などで活躍していただく方です。調査
の際に世帯や企業、事業所などの調査対象と直接やり取りをするという、統計調査の仕事の中で最も重要な
部分を受け持ちます。調査結果は、国や地方自治体の施策や計画策定の基礎資料となります。

■登録要件
（１）２０歳以上で、責任を持って調査事務を遂行できる方
（２）守秘義務（調査で知り得た事実や内容を外部に漏らさないこと）を守ることができる方
（３）警察官、選挙、徴税事務に関わりのない方

■身分と待遇
（１）  統計調査員は、調査に従事している期間中は国や地方自治体から任命される「非常勤の公務員」です。

したがって、調査活動中に知り得た事実や内容を外部に漏らさないことが義務付けられます。
（２）  統計調査事務に従事していただくと、規定に基づき報酬が支払われます。報酬額は、調査の種類や受

け持つ件数等で異なります。
（３）  統計調査員が、万が一調査活動中に事故にあったりけがをした場合は公務災害として補償されます。
（４）  多くの統計調査に従事していただき、調査活動が優秀な方には、町・県・国の表彰の対象となります。

また、長年にわたり調査に従事していただいた方で調査活動が特に優秀な方は叙勲・褒章の対象にな
ります。

■その他
（１）調査の数、規模、時期等は年によって異なりますので、いつも調査をお願いするとは限りません。
（２）特に、あおば地区、いずみ地区の調査員が不足しています。
（３）登録受付は随時行っております。性別は問いませんので多くの方のご応募をお待ちしております。

調　査　名 調査基準日 実　施　主　体
経済センサス−基礎調査および商業統計調査 平成２６年７月１日 総務省・経済産業省
工業統計調査 平成２６年１２月３１日 経済産業省
農林業センサス 平成２７年２月１日 農林水産省
国勢調査 平成２７年１０月１日 総務省

【今後の主な調査予定】
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事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　印かん、妊娠届出書

12/24（火）
９：00～ 10：00

12/24（火）
10:30～ 11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談、予防接種につい
ての相談を行います。

保健福祉
センター
検診ホール

保健福祉
センター
検診ホール

平成 25年 1月・9月生まれの子どもと前回欠席の子ども
●持ち物　母子手帳･バスタオル・問診票･交換用おむつ
　　　　　（１１か月児は歯ブラシも）

　　12/25（水）　　
　　　11か月児　　　　

13：00集合
　３か月児　　　
13：10集合

12/26（木）
13：30集合

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成について
●対　　象　75歳以上の方で過去５年間に肺炎球菌ワクチン予防接種を受けていない方
●助 成 額　 ４，０００円
●申込受付　12月27日（金）まで
●接種期間　平成26年１月31日（金）まで
●申 込 先　 健康福祉課健康づくりＧ
◆お申込みの際は印鑑をご持参ください。

11月22日・25日に総合検診を受けた方またはその家族

高齢者インフルエンザ予防接種費用助成について

炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎・クローン病）講演会のご案内
●日　時　平成26年１月25日（土）午後１時30分～４時
●場　所　遊学館（山形市）
●内　容　専門医師と管理栄養士の講演
●対　象　潰瘍性大腸炎、クローン病で療養中の方、ご家族の方（定員50名）
●参加費　無料
●申込先　子ども家庭課（村山保健所内）　☎６２７－１２０３

冬道の安全運転５則

　年末は、忘年会等飲酒の機会が多くなり飲酒運転等による重大事故の発生が懸念されます。また、
積雪・路面凍結、悪天候時の視界不良等交通環境悪化により事故の多発する時期です。
　家族みんなが年末を無事故で過ごし、明るい新年を迎えるためにも人も車も「しっかり止まって
はっきり確認」し交通事故防止に努めましょう！

①スピードは夏場より 10キロ以上減速する
②車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする
③急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作を避ける
④視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する
⑤危険がいっぱいの追い越しはしない

母 子 手 帳 交 付

乳 児 健 診

定 期 健 康 相 談
予防接種相談会

総 合 検 診 結 果
説 明 会

※送迎バス時間
向新田公民館 12：45、達磨寺村社前 12：48、東部地区多目的
センター（旭町） 12：53、中山町役場 12：57、北小路ローソン
道路はさんで南側 13：00、中央公民館 13：04、小塩構造改善
センター 13：10、岡地区文化交流センター 13：15、豊田地区
農業集落多目的集会施設（土橋） 13：18、大津商店前 13：22、
西部地区公民館（金沢） 13：25

●対　　象　①接種日において満65歳以上の町民
　　　　　　②接種日において満60歳から64歳の町民で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に重
　　　　　　　度の障がいを有する方（身体障害者手帳１級所持者）およびヒト免疫不全ウイルス
　　　　　　　により免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方
●助 成 額　 １，５００円
●申込受付　12月27日（金）まで
●接種期間　平成26年１月31日（金）まで
●申 込 先　 接種を希望する医療機関

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６
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